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【検証】

（ア）タブレット端末の導入について

１学年アンケートより、項目 「現在の学習生活の中で、コンピュータや情報端末が活用されてい

る」が ％と、昨年に引き続き高い数値を示している。また項目 「様々な授業の中でタブレット

を活用している」が ％と、昨年の ％からさらに増加した。学校生活での活用を問う項目 ～

についても ～ ポイントの範囲で上昇している。また、今年度成果が顕著だったのは、自宅で

の活用の増加である。項目 ～ （ を除く）において、 ～ ％の範囲で上昇した。（❹関係資

料３－１）

２学年については、アンケートの項目 ～ ：学習用タブレット端末を用いて「適切なレポートが作

成できる」「適切なプレゼンテーション資料が作成でき、発表ができる」「必要な資料や情報にアク

セスでき、様々な情報を批判的な視点で評価できる」については、全ての項目において ％以上とい

う高い数値を示しており、昨年の２年生と同様にタブレット端末導入の成果があったと考える。（❹

関係資料３－２）

一方、３学年については同項目に対し、それぞれ ％、 ％、 ％であり、数値としては高

いと言えるが、昨年の２年時の数値と比較すると、５～ ポイント低い数値となっている。これは３

学年になり、タブレット活用の機会が減ったためと考えられる。（❹関係資料３－１）

（イ）学校設定科目「共創探究基礎」の展開について

昨年度の取組から挙げられた、今年度に向けての課題は、新学習指導要領となり「情報Ⅰ」と探究

活動を融合させた教材の開発であった。これまでの成果をふまえ、担当者で協議を重ね、年間授業計

画とともに各教材開発をすることができた。１学年アンケートの項目 ～ （ ・ をのぞく）にお

いては ％以上の生徒が肯定的回答をするなど、ある程度の成果はあったと考える。特に項目 「サ

イバーセキュリティに関する知識が増え、情報モラルに対する認識が高まった」が ％、項目

「情報の収集、信頼性の確認、分析など学ぶ機会が与えられている」が ％と高い数値を示してお

り、「情報活用能力」や「倫理観」の育成において成果があったといえる。また項目 「探究のプロ

セスの理解が深まった」は昨年の１年生よりも約３ポイント増加しており、教材開発の効果もみられ

た。（❹関係資料３－１）

一方、項目 「授業に興味深く、意欲的に取り組めている」は肯定的回答が ％、項目 「自分

の課題発見能力が伸びる」は肯定的回答が ％と、比較的低い数値であり、昨年度の１年生と比較

しても約 ポイント低い数値となった。これは、教材開発と実践において、昨年よりも知識を伝達す

る割合が増えてしまったためだと考える。次年度は、今年度開発した教材のレベルアップと、さらに

探究的な授業に、生徒が主体的に取り組めるような実践が求められる。（❹関係資料３－１）

（ウ）学校設定科目「数理・統計と情報」の展開について

課題研究においてアンケート調査をした場合は、結果を分析する際に統計的な手法を用いることが

望ましいが、今年度指導した内容の課題研究への活用は不十分であった。次年度以降は、より課題研

究に活用できるよう、教材開発や授業改善に取り組むことが必要である。

また、新学習指導要領においては、共通教科の数学や情報において、データの分析に関する単元が

増加する（下表参照）ことから、この２年間の授業実践や教材を整理して科目横断的に活用できる仕

組みづくりが必要である。またこのことによって、この科目自体の指導内容も精選される。次年度以

降は、これまであまり扱えなかった正規分布以外の分布による検定の手法について指導を充実させる

とともに、教員研修を実施することで指導力向上に努める。

（表：新しい学習指導要領における各教科及び「数理・統計と情報」の統計に係る単元と指導内容）

教科・科目 情報・情報Ⅰ

令和４年度入学生

数学・数学Ⅰ、数学Ｂ

令和４年度入学生

数理・統計と情報

令和４年度実施内容

単元名 情報通信ネットワーク

とデータの活用

Ⅰ データの分析

Ｂ 統計的な推測

課題研究のための統計

指導内容

（キーワード）

データの収集、整理、

分析及び結果の表現

因果関係

テキストマイニング

仮説検定

回帰直線

代表値

箱ひげ図

分散、標準偏差

データの相関

仮説検定の考え方

確率変数と確率分布

二項分布、正規分布

区間推定

仮説検定

統計的探究のプロセス

回帰分析

データ分析の手法

アンケート調査の手法

推測統計
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（エ）授業改善に係る取組について

昨年度までの授業改善によって、多くの教員がルーブリック評価の実践に取り組むことができた。

今年度の授業研究のテーマ「生徒の８つの資質・能力を育成する授業とその評価」において、その育

成状況を把握するため、各研究授業においてルーブリックの作成、実践を行った。今年度の研究授業

における学習指導案においては、育成したい８つの資質・能力を明確にした上で単元と指導の計画を

作成、育成状況を把握するためのルーブリックの作成も合わせて行った。

授業研究重点期間を中心に授業見学の促進を行うとともに、授業見学メモの作成・共有、振り返り

シートの共有を行うことで、学校全体に授業改善の意識を広げることができた。また、 月 日の全

体会においては、「資質・能力を育成するための指導と評価計画づくり」というテーマで、高校教育

課指導主事を講師とした研修会を実施し、教員全体で授業改善についてさらに理解を深める機会とな

った。

今年度、授業見学メモを全教員で作成することで、研究授業のみならず、授業を相互に見学する機

会が多くうまれ、様々な取組が行われていることを学校全体で共有することができた。

今年度の取組の中で、もっと多くの講演会や教員で授業改善について共有する場の設定をしてほし

いという意見があった。８つの資質・能力の育成と評価については、まだまだ学校全体としての理解

や研究が充分とは言えない。各教員にとってさらなる学びの時間となり、学校全体で授業改善が進め

られるよう、講演会などの教員研修会の設定を増やしていく必要がある。
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（表： 学習前後のリスニング学習の好き嫌いのクロス集計）

とても好きになった
どちらかといえば

好きになった

どちらかといえば

嫌いになった
とても嫌いになった 総計

とても好き

どちらかといえば

好き

どちらかといえば

嫌い

とても嫌い

総計

（表： 学習前後のリスニング学習の得意不得意のクロス集計）

とても得意になった
どちらかといえば

得意になった

どちらかといえば

苦手になった
とても苦手になった 総計

とても得意

どちらかといえば

得意

どちらかといえば

苦手

とても苦手

総計

（３）英語ディベート活動への積極的な参加推進

新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、希望者対象に即興型ディベートの指導を行った。夏

期講習と冬期講習の一環として、即興型ディベートの講座を開講したり、他校生とのオンライン合同

練習会を開催したりした。 神奈川県公立高等学校即興型ディベート交流大会では、参加者全員が

日々の授業や練習で培った英語の表現力や論理的思考力を発揮することができた。ある生徒は昨年度

に続き、今年度もベストディベーター賞を受賞した。
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た】に対し、肯定的回答は ％（否定的回答 ％）であった。この結果から、科学分野のテーマでな

くとも、半数以上の生徒が探究活動の意義を理解したといえる。一方【Ｑ５ 「課題を設定する」こと

について理解が深まった】に対し、肯定的回答が ％（否定的回答 ％）、【Ｑ６ 課題を解決する方

法や手順について、理解が深まった】に対し、肯定的回答が ％（否定的回答 ％）であった。どち

らも肯定的回答が半数に満たなかった理由として、今回の講演内容が、研究手法というより、研究の

成果に重点がおかれていたことが考えられる。しかし【Ｑ８ 自分のキャリアを考える上で参考になっ

た】に対し、肯定的回答が ％（否定的回答 ％）であったことは、半数以上の生徒にとって、高校

卒業後の大学での学問研究についてイメージを具体化させることに成果があったと考えられる。（❹

関係資料５）

以下は生徒の自由記述からの抜粋である。

・言葉は感覚世界を拡張する効果があるという話に納得した。

・言語でニュアンスが変わるのは分け方が違うからだというのはわかったが、分け方はすぐに覚え

られるものではないと思った。科学の一分野として言語が扱われているのを見ることができて、違

った分野について興味を持つことができた。

・少し自分にとっては難しい内容だった。しかし、認知科学に関しては聞いたこともないような学

問だったが話を聞いていく中で世界が広がるような内容だった。言葉は世界規模で見ていくと日本

でのこの言葉が違う国では全く違う意味になるなどとても抽象的な世界だけれども、面白い世界だ

なと聞いていて感じた。

・一つの学問でも色々な切り口があるのだと思った。

言葉には、私達の世界を拡張、歪ませる力があるということを理解できた。

・ つの事柄から広げて、壮大なものにしているのはとてもすごいと思いました。気になったものか

らどんどんと輪を広げていって、それをまた分類、カテゴリー化のようなことを行い、と何回でも

同じ行為をして つの課題から大きくしていくのはとてもすごいなと思いました。

・外国語を学ぶ意義が母語による世界の切り分け方だけが唯一の切り分けではないことに気づき異

なる言語を話す他文化への認識を変えることができた。

・言語が異なると、ものの捉え方や価値観が異なるということを論理的な説明とともに学んで、言

語がもつ力の偉大さを感じることができた。

・身近な具体例を出すことによって難しそうな内容がここまでわかりやすいものになるのか！と感

動しました。将来の探究活動、共創探究科での課題研究、その成果発表に向けてとても有意義なも

のになったと感じます。

・ここまで言葉に注目して実験を重ねたことで、言語の難しさに隠れた奥深さや面白さを発見する

ことができたと思うと、「言語って本当に面白いな」と実感することができました。今回の講演は

実験の内容も面白かったので、今までの講演の中で 番面白く、興味を持てる内容でした。

・今回の講演会を通して、 や共創探究においてのテーマの考え方などについて学べた。今井先生

は言語という私達にかなり身近なものに関して研究をなさっており、今まで自分が思っていたこと

はもっと難しいあまり日常的でないことを考えていたが、もっと身近なものでも研究を深めれば新

しい発見や、面白さがどんどん出て来ると思った。

・もちろん今井さんが研究していることについていろんなことが理解できましたがそれ以上に自分

の人生、例えば留学だったり英語の学び方だったりのほうがとても身に残りました。

・言語が人間の本能的な感覚や考え方に大きな影響を与えていることを沢山の資料の裏付けと共に

知れたのがいい経験だった。

・まるで大学の模擬授業を受けているかのような気持ちでお話を聞けました。自分の進路とは違っ

た学問についてのお話でしたがとても興味深いものでした。

・先生の仰っていた通り私も自分自身や周囲の価値観でものを見てしまうことが多々あるので、客

観的な視点と他文化の認識をできるようになりたいと思います。

・一つの分野を様々な観点から観察することは他の方にも役立つと思いました。

・いくら多様性などについて学んでも実際に指摘されないと気づけない偏見がたくさんあることに

驚きました。

・現代文の論説等で話題に上がる言語間で包含している意味の差異についてわかりやすく、深く解

説してくださっていて、言語を学ぶ際にどのようなことに注目するといいのかへの理解が深まっ

た。
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・言語が人間の本能的な感覚や考え方に大きな影響を与えていることを沢山の資料の裏付けと共に

知れたのがいい経験だった。

・まるで大学の模擬授業を受けているかのような気持ちでお話を聞けました。自分の進路とは違っ

た学問についてのお話でしたがとても興味深いものでした。

・先生の仰っていた通り私も自分自身や周囲の価値観でものを見てしまうことが多々あるので、客

観的な視点と他文化の認識をできるようになりたいと思います。

・一つの分野を様々な観点から観察することは他の方にも役立つと思いました。

・いくら多様性などについて学んでも実際に指摘されないと気づけない偏見がたくさんあることに

驚きました。

・現代文の論説等で話題に上がる言語間で包含している意味の差異についてわかりやすく、深く解

説してくださっていて、言語を学ぶ際にどのようなことに注目するといいのかへの理解が深まっ

た。
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